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講演内容

1. はじめに： 水環境、水利用、水資源

2. 第３次気候変動影響評価報告書（水環境・水資源）のポイント

3. 気候変動に伴う水環境・水資源への影響

4. 水環境・水資源分野における気候変動適応策

5. まとめ
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１．はじめに

良好な水環境の目標

• 水質：人の健康の保護、生活環境の保全、さらには、水生生物等の
保全の上で望ましい質が維持されること

• 水量：平常時において、適切な水量が維持されること。土壌の保水・
浸透機能が保たれ、適切な地下水位、豊かな湧水が維持されること

• 水生生物：人と豊かで多様な水生生物等との共生がなされること

• 水辺地：人と水とのふれあいの場となり、水質浄化の機能が発揮さ
れ、豊かで多様な水生生物等の生育・生息環境として保全されること

第三次環境基本計画(H18)において掲げられた「良好な水環境の構成要素」の目標
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水利用と水環境

水利用：Beneficial Water Use

• 美観

• 水生生物/水域生態系

• 水道用水

• 水産・養殖用水、漁業

• 灌漑・農業用水

• 工業・冷却用水

• 発電用水

• 航行/輸送

• 水浴・釣り

• ボート等レクリエーション

水質環境基準（生活環境項目）は、水域の
利用目的の適応性で設定されている。
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蒸発散 2,300

降水量 6,600

平均水資源賦存量 4,300

基底流出 洪水流出 

単位: 億 m3/年

生活用水
144

工業用水
98

農業用水
528

地 下 水
小計:85

(28) (29)(28)

表 流 水
小計:685

我が国の水資源と水利用の収支図

*  工業分野における回収率は77％ (2015年使用量と2019年淡水補給量から計算） 

渇水年水資源賦存量 3,100

年間使用量合計：770

10年に１度程度で発生する少雨時

（平均水資源賦存量の約73％）

令和７年版 日本の水資源の現況年平均降水量
我が国：1,668mm
世界（陸域）：814mm

世界平均の
２倍程度
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全国の水使用量の経年変化

令和４年（2022 年）における全国の水使用量（取水量ベース）は、合計で約770 億㎥／年であり、用途別にみ
ると、生活用水と工業用水の合計である都市用水が約 242 億㎥／年、農業用水が約 528 億㎥／年である。

令和７年版 日本の水資源の現況

年間使用量
合計：770億㎥

農業

工業

生活
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２．第３次気候変動影響評価報告書のポイント

水環境分野

• 気候変動による気温の上昇は、湖沼やダム貯水池、河川、沿岸域
や閉鎖性海域の水温を上昇させ、植物プランクトン・藻類の増殖や
鉛直循環の抑制を通じて、水質にも影響を及ぼす恐れがある。

• 気候変動による平均風速の低下も、湖沼や閉鎖性海域の鉛直循
環を抑制する可能性がある。

• さらに、気候変動による降水パターンの変化は、ダム貯水池や河
川への土砂流入量を増加させ、沿岸域や閉鎖性海域では、河川
からの濁質の流入増加も懸念される。

https://www.env.go.jp/content/000377713.pdf

文献数：１９１件（うち新規96件） 参考：第2次 ８８件（うち新規73件）
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第３次気候変動影響評価報告書（令和8年2月）のポイント

水資源分野

• 気候変動による降水パターンの変化は、無降水日数の増加等や
積雪量の減少、蒸発散量の増加による河川流量の減少や地下水
位の低下を引き起こす。

• 気温の上昇により、農業用水・都市用水等の水需要量や、人々の
水使用量は増加することが想定されるが、冬季の降雨事象の増
加とともに積雪量が減少することや融雪時期の早期化などにより、
需要期に水を供給することができない可能性も懸念される。

• 気温の上昇は渇水時の河川流量の低下や地下水利用量の増加
を引き起こすとともに、海面水位の上昇は、河川河口部や地下水
において塩水遡上範囲を拡大させ、塩水化を引き起こす。

https://www.env.go.jp/content/000377713.pdf
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気候変動により想定される影響（水環境・水資源分野）

https://www.env.go.jp/press/files/jp/115261.pdf

第２次
報告書
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気候変動により想定される影響（水環境・水資源分野）

https://www.env.go.jp/content/000377713.pdf

第３次
報告書

気候・自然的要素の追加

気圧・風パターンの変化

影響表現の変更

栄養塩類の溶出
→底層の貧酸素化

汽水湖の塩分変化の追加
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気候変動の影響の重大性・緊急性・確信度の評価結果
気候変動の影響の程度・可能性等（重大性）、影響の発現時期や追加的な適応策への意思決定が
必要な時期（緊急性）、情報の確からしさ（確信度）の 3 つの観点から評価

https://www.env.go.jp/content/000377713.pdf

重大性：＜現状＞・＜1.5～2℃上昇時＞・＜3～4℃上昇時＞の 3 つの場合
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３．気候変動に伴う水環境・水資源への影響

沿岸域及び閉鎖性海
域

  水温の上昇
  冬～春で水温上昇に伴う一次生産の活性化
  強風の継続時間現象に伴う貧酸素水塊の拡大
  流量・流況の二極化に伴う浮遊物質流出増加
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河川への影響の要因

14

• 気温の上昇に伴う水温上昇は、DO（溶存酸素）の低下、DOの消費を
伴った微生物による有機物分解反応、硝化反応の促進、植物プランク
トンの増加などを通じて水質に影響を与える。

• 短時間で降る極端な降水の頻度及
び強度が増大する流域では、土砂生
産量を増加させ、土砂の流出量や浮
遊砂量を増加させる。

• 降水の時空間分布変化は、河川水
質へ影響を及ぼすことも想定される

• 気温の上昇に伴う、湧水や帯水層の
水温上昇の影響も考えられる。

全国の一級河川におけるSS 
生産量の月別変化の予測

https://www.env.go.jp/content/900449808.pdf
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湖沼における影響と全循環の変化

https://www.env.go.jp/content/900542176.pdf

冬季に表層～中層の水温
が十分に低下しないことか
ら、鉛直方向の水温が一様
とならず、全循環が停止
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• 植物プランクトンの発生確
率の増大、土壌有機物の
生分解の向上による水中
の有機物濃度の増加など
を通じて、カビ臭原因物質
や消毒副生成物前駆物質
の増加など水質を悪化さ
せる可能性がある。

• 湖沼では、冬季の水温上
昇に伴い、冬季循環が抑
制されて下層のDO低下を
招き、底泥からの栄養塩
類の溶出を引き起こす可
能性がある。
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降雪量の減少に伴う影響

https://www.env.go.jp/press/files/jp/115262.pdf

• 降水の時間推移の変化な
どによる渇水の深刻化に伴
うダム貯留水の減少は、ダ
ムからの用水の補給可能
量を減少させる原因となる。

• 冬季の降雨事象の増加とと
もに積雪量が減少すること
や融雪時期の早期化は農
業などの水の需要期に十
分な量の水を供給できない
原因となる。

温暖化後の河川流出量の状況（想定）
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水資源への影響の要因
• 気候変動による降水量や積雪量の変化に伴い、河川

流量や地下水位が変動し、水利用に影響を及ぼす。

• 無降雨日数の増加や積雪量の減少は、渇水を引き起
こす原因となり、過剰な地下水採取による地盤沈下の
可能性がある。

• 海面水位の上昇は、河川河口部における海水（塩水）
の遡上範囲を拡大させ、低平地の地下水を含む淡水
の塩水化を引き起こす原因となる。

https://www.env.go.jp/earth/tekiou/pamph2018_full.pdf
https://www.env.go.jp/content/900449808.pdf

気候変動に伴う
日本各地の河川流況の変化

（2031～
2050年）

（2081～
2100年）

近未来、21世紀末気候下で河川流量計算を行った結
果、日本海側の多雪地帯において河川流況が大きく
変化することが予測されています。
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４．水環境・水資源分野における気候変動適応策
湖沼・ダム湖
• 水温抑制、成層破壊、貧酸素化抑制

湖面遮光及び低温の湧水・渓流水の導入、水温成層の破壊、
底層への酸素吸入、底質改善による酸素消費抑制など

• 栄養塩負荷抑制

河川直接浄化や生活排水処理、底質改善による溶出抑制など

• 土砂流出抑制

森林の適正管理、砂・治山ダム整備、未舗装道路の侵食抑制、
耕地や土づくりの工夫など

• 水道水源への対応

代替水源確保、浄水能力強化、局所的清澄水域の保、水面利用法の変更
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４．水環境・水資源分野における気候変動適応策

河川
• 水質変化や流出対策

浄化導水、底質改善、植生浄化、土砂かん止林の整備、
堆肥からスラリーの施用への変更など

• 塩水遡上への対応
取水高さの変更、取水口の移設、貯水池の設置など

沿岸域及び閉鎖性海域
• 貧酸素水塊の発生への対応

陸域負荷管理、表層水の底層への送水、鉛直混合の誘起・促進、

高濃度酸素水の送水・曝気による酸素供給など
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４．水環境・水資源分野における気候変動適応策

水供給（地表水）
• 渇水への対応（ハード）

ダム等の水資源開発施設整備、施設の改良による利水機能の強化、
管路のネットワーク化、水源の多様化、施設更新時対応等の施設整備、
雨水や再生水利用、緊急時の水源としての地下水利用、

• 渇水への対応（ソフト）
渇水対応タイムラインの活用、連絡体制や協定体制整備、
ダム統合運用、渇水対策用資材・機材の配備・運用・調達・備蓄、
要援護者移転・疎開計画、渇水対応訓練の実施、
地表水と地下水の一体的マネジメントの推進
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４．水環境・水資源分野における気候変動適応策

水供給（地下水）
• 地下水保全対策
森林を保全/流出抑制、涵養機能を保全、水田の冬期湛水、転作田
浸透池、人工涵養渇水対策（注入法）など

• 塩水化対策（地下水位の上昇や淡水圧の強化）
川の瀬掘り、ダム水の利用、地表・河川からの地下水涵養促進など

• 渇水対策
節水強化、農業用水の利用効率化、再生水の利用促進など

水需要
生活用水：漏水防止対策、再生水の利用促進、節水など
農業用水：水利施設の補修・補強工事、取水口の更新、遠方監視・制御

システムの導入、田植日の変更など
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５．まとめ

• ３つの観点での気候変動影響評価：重大性（社会・経済、環境による
影響の程度）、緊急性（発現時期や追加的な適応策への意思決定が必要
な時期）、確信度（現在の状況や将来予測の確からしさ）

• 報告書の活用：国による気候変動適応計画の策定及び更新、地方公
共団体及び事業者等による適応計画の策定、分野ごとの気候変動影響
の把握や適応策の検討のために必要な情報抽出等を効率的に行うため

• 分野間の影響連鎖：農業・林業・水産業分野（農業用水・利水施設稼
働など）、自然生態系分野（冷水魚類の生息・水生植物成長・高温性種へ
の移行など）、国民生活・都市生活分野（取水制限・断水発生・水道水源
水質悪化など）等にも影響、自然災害・沿岸域分野（豪雨時の高濁水、土
砂流出増加）と深く関連する影響
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ご清聴ありがとうございました。

「水環境・水資源」分野における    
科学的ポイント及び関連研究

中央大学研究開発機構 機構教授 
東京大学 名誉教授

NPO法人ウォーターエイドジャパン 理事長

古米 弘明
e-mail: hfurumai756@g.chuo-u.ac.jp

気候変動適応セミナー＃３
2026年5月25日（月）10:00-12:00



気候変動適応セミナー＃３ 「第 次気候変動影響評価報告書」の科学的ポイントと関連研究のいま 年 月 日（月）3 2026 5 25 24

水環境を構成する要素

「水量」、「水質」、「水生生物」、「水辺地」

参考：水域生態系（水辺空間と生息生物）」

各要素間の相互作用、バランスが水環境保全に重要

水環境の現況を見る上での基本的な情報

水文・気象学的：降水量、気温など

地形・地質学的：標高、地質、流域植生など

生物・生態学的：生息域、水生生物など

人間・社会活動：水利用、汚濁負荷など



水環境分野：気候変動による気温の上昇は、湖沼やダム貯水池、河川、沿岸域や閉鎖性

海域の水温を上昇させ、水質にも影響を及ぼす恐れがある。また、気候変動による降水

パターンの変化は、ダム貯水池や河川への土砂流入量を増加させ、沿岸域や閉鎖性海

域では、河川からの濁質の流入増加も懸念される。

水資源分野：気候変動による降水パターンの変化は、無降水日数の増加等や積雪量の減

少、蒸発散量の増加による河川流量の減少や地下水位の低下を引き起こす。気温の上

昇により、農業用水・都市用水等の水需要量や、人々の水使用量は増加することが想定

されるが、冬季の降雨事象の増加とともに積雪量が減少することや融雪時期の早期化な

どにより、需要期に水を供給することができない可能性も懸念される。また、海面水位の

上昇は、河川河口部や地下水において塩水遡上範囲を拡大させ、塩水化を引き起こす。

第２次気候変動影響評価報告書（令和2年12月）のポイント

気候変動適応セミナー＃３ 「第 次気候変動影響評価報告書」の科学的ポイントと関連研究のいま 年 月 日（月）3 2026 5 25 25
https://www.env.go.jp/content/000377713.pdf
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気候変動の影響（温暖化が水資源に与える脅威）
平成20年版日本の水資源における図

3 2026 5 25気候変動適応セミナー＃３ 「第 次気候変動影響評価報告書」の科学的ポイントと関連研究のいま 年 月 日（月）

http://www.mlit.go.jp/tochimizushigen/mizsei/hakusyo/H20/1.pdf
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